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11
月
１
日
、
西
条
市
・
東
予
市
・
丹
原
町
・
小
松
町
の
２
市
２
町
が
合
併
し
、
新
「
西

条
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
か
ら
市
役
所
庁
舎
で
開
庁
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
庁
式
に
は
、
前

４
市
町
の
首
長
・
議
会
議
長
や
職
員
が
出
席
し
、
石
碑
の
除
幕
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
、
新
し
い
市
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
開
庁
式
の
最
中
に
は
、
道
行
く
市
民
の

み
な
さ
ん
も
足
を
止
め
、
新
市
ス
タ
ー
ト
の
瞬
間
を
一
緒
に
喜
び
合
い
ま
し
た
。

開
庁
式
に
は
、
前
４
市
町
の
首
長
・
議
会
議

長
や
職
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

▲前４市町の首長が、西条市役所の石碑の除幕を行いました。

▲
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特集　新「西条市」誕生 !!

　

平
成
16
年
11
月
１
日
、
西
条
市
、
東
予

市
、
周
桑
郡
丹
原
町
お
よ
び
同
郡
小
松
町

の
２
市
２
町
が
新
設
合
併
し
、新「
西
条
市
」

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
９
月
29
日
の
台
風
21
号
に

よ
り
旧
西
条
市
・
小
松
町
に
過
去
に
例
を

見
な
い
よ
う
な
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
被
災
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
災
害
復
旧
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
が
た
に
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
「
西
条
市
」
は
、
県
下
第

３
位
と
な
る
約
500
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
面
積
と
、
約
11
万
７
千
人
と
い
う
、

県
下
第
４
位
の
人
口
、
製
造
品
出
荷
額

５
，
８
４
６
億
円
、
経
営
耕
地
面
積
５
，

４
２
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
共
に
県
下
第
１

位
の
規
模
を
誇
る
一
大
都
市
で
あ
り
ま
す
。

　

新
市
誕
生
に
至
る
道
の
り
を
、
改
め
て

顧
み
ま
す
と
、
共
通
す
る
風
土
を
持
ち
、

か
ね
て
か
ら
緊
密
な
関
係
に
あ
り
ま
し
た

２
市
２
町
は
、
結
束
し
て
「
地
域
の
自
立

的
発
展
」
を
め
ざ
す
と
い
う
志
に
お
い
て

一
致
し
、
平
成
14
年
７
月
１
日
に
、
任
意

合
併
協
議
会
を
設
立
し
て
以
来
、
約
２
年

半
に
わ
た
り
、
精
力
的
に
協
議
を
重
ね
て

参
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
今
日
ま
で
多
大

な
る
ご
尽
力
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
、

愛
媛
県
を
は
じ
め
、
合
併
協
議
会
委
員
並

び
に
各
市
町
議
会
議
員
や
地
域
住
民
の
皆

様
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
潮
流

は
、
大
き
な
う
ね
り
を
見
せ
て
お
り
ま
し

て
、
こ
の
圏
域
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子

高
齢
社
会
へ
の
対
応
や
地
域
経
済
の
再
生
、

さ
ら
に
は
、
大
災
害
に
備
え
た
危
機
管
理

体
制
の
構
築
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
現
実
を
直
視
し
ま
す
と
、

私
た
ち
の
前
途
に
は
、
様
々
な
試
練
が
待

ち
受
け
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
西

日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
や
恵
ま
れ
た
水
資

源
な
ど
の
豊
か
な
自
然
環
境
、
さ
ら
に
は
、

四
国
屈
指
の
重
厚
な
農
工
業
基
盤
な
ど
、

こ
の
圏
域
が
誇
る
「
総
合
力
」
を
も
っ
て

す
れ
ば
、
環
瀬
戸
内
圏
に
も
十
分
な
存
在

感
を
示
す
、「
人
が
つ
ど
い
、
ま
ち
が
輝
く
、

快
適
環
境
実
感
都
市
」
が
実
現
で
き
る
も

の
と
、
強
く
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
新
「
西
条
市
」
の
先
達

と
し
て
、
そ
の
礎
を
築
い
て
い
く
こ
と
に

な
る
私
た
ち
に
は
、
先
人
の
努
力
に
恥
じ

ぬ
よ
う
、
こ
の
ふ
る
さ
と
に
力
強
い
発
展

の
明
か
り
を
灯
し
、
そ
れ
を
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
責
務
が
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て

実
感
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
れ
ま
で
新
「
西
条
市
」
誕

生
の
た
め
に
、
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
関

係
者
の
皆
様
に
改
め
て
深
く
感
謝
を
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
温
か
い
ご
理
解
・
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
住
民
の
皆
様
に
対
し
、

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
市
発
展
の

た
め
に
、
相
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

小
松
総
合
支
所
開
庁
式
の
様
子

東
予
総
合
支
所
開
庁
式
の
様
子

丹
原
総
合
支
所
開
庁
式
の
様
子

▼

▲
▲

西
条
市
長
職
務
執
行
者
あ
い
さ
つ

西条市長職務執行者　塩出晧治



4

10月９日に開催された小松町閉町式
典後のアトラクションにおいて、小
松高校日本音楽部が見事な筝と三味
線の演奏を披露しました。

▼10月29日に閉庁式を開催し、閉庁記念碑の除幕
　が行われました。

10月19日に開催された西条市閉市式典
において、市政に功労のあった皆様が表
彰を受けられました。

10月29日に閉
庁式が開催さ
れ、今までの
感謝の意を込
めて四役に花
束が贈呈され
ました。

10月２日に開催された丹原町閉町式典で、道前太鼓と吹奏楽団
合同で丹原音頭を演奏しました。

10月29日に閉庁式
が開催され、丹原
町旗が降納されま
した。

　10月29日に開催され
た閉庁式では、四役・議
長・副議長によって閉
市記念植樹が行われま
した。

　10月３日には東予市閉市式典が開催され、東予市長と東予市議会議長
によって東予市旗が降納されました。

▼

▼

▼
▼

▼

▼
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特集　新「西条市」誕生 !!

新「西条市」合併記念事業がはじまります新「西条市」合併記念事業がはじまります

合併記念事業は、２市２町の合併を祝し、新市の誕生を広く内外に発信するとともに、「西条市」

にふさわしい魅力あふれるまちづくりを進めるための契機として、実施するものです。

これまでに実施が決まった記念事業で、12月に行われるイベントは次のとおりです。

このほか、皆さんからいただいたイベントアイデアを参考に、順次記念イベントを追加しますの

で、ご家族お揃いでどしどしご参加ください。

今後のイベントの予定は随時、お知らせします。

12 月の合併記念イベント情報♪
　渡辺美里アコースティックライブ 2004 うたの木「SEEDS」

ギター、ベース、ピアノ、パーカッションという４ピース・スタイルでのスペシャルなコンサー

ト。11年ぶりの四国公演は、初挑戦となるアコースティックなライブパフォーマンスで。

日　　時 12 月１日（水）

 開場：18：00

 開演：18：30

場　　所 総合文化会館大ホール

入  場  料 6,800 円　全席指定

問  合  せ 総合文化会館　TEL0897 ― 53 ― 5500

　ピアノを使った “さいじょう” 市民リレーコンサート

独奏、連弾、アンサンブル、ピアノ伴奏による独唱・合唱、ダンスなどピアノを使ったプログラ

ムなら何でもＯＫ。あなたが主役のコンサート。

日　　時 12 月 12 日（日）

開場： 9：30

開演：10：00

場　　所 総合文化会館大ホール

入  場  料 無料（整理券必要）

問  合  せ 総合文化会館　TEL0897 ― 53 ― 5500

ピアノマラソン　～サンタからの贈り物～

独奏、他の楽器との合奏、伴奏付きの合唱など、ピアノを使った市民参加型コンサート。

日　　時 12 月 12 日（日）

 開場： 9：00

 開演：10：00

場　　所 丹原文化会館大ホール

入  場  料 無料

問  合  せ 丹原文化会館　TEL0898 ― 68 ― 3555
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組　織　機　構　図市長職務執行者

総務部長
田中　明

総務課長

総務係
文書法制係
交通防災係
広報統計係

丹原文化会館

倉田早苗
職員課長

人事係
組織研修係

秘書係

佐々木修次
秘書課長
伊藤良二

情報推進係
情報管理係

情報政策課長
佐々木久実

総合文化会館長
日野　悟

財務部長
四之宮孝司
財務部技監
上野陽一

管財課長

財産係
庁舎管理係
公共物管理係

工事契約係
物品契約係

武田治彦
工事検査室長

工事検査係 財政第１係
財政第２係

上野陽一
財政課長
恵美酒正文

市民税係
国保税係

市民税課長
曽我部力

資産税第１係
資産税第２係

資産税課長
杉野啓一

税務管理係
納税第１係
納税第２係

納税課長
十亀直敏

契約課長
德永博久

保健福祉部長
藤田義規

社会福祉課長

総務福祉係
障害者福祉係
援護係
人権対策係

越智敏光
女性児童福祉課長

児童係
女性係
保育所
(東予南･東予中央･東予北･河北･庄内･
丹原･田野･小松東･小松西･石根)

田口早苗
禎瑞保育所長
元根　瞳

長寿･いきがい対策係

介護総務係
介護認定給付係
石燧園

高齢介護課長
阿蘇浩造

明水荘所長
前川市郎
東予南･北地域
交流センター所長

秋川隆幸
道前荘所長
瀬良達史

健康推進係
成人保健係
母子保健係

健康増進課長
平塚英治

健康増進課主幹
曽我部由美子

社会福祉課主幹
高木　一
道前育成園長
秋月　正
東予学園長
行本　讓

生活環境部長
明日昭歓

市民課長

市民係
登録管理係
大保木出張所

国保係
医療係
年金係

藤原孝司
環境課長

環境計画係
水･環境保全係
化学分析センター

廃棄物対策係
衛生係
道前クリーンセンター

佐々木和乙
衛生課長
一色伸昭

ひうちクリーン
センター所長
大西宗次郎

市民相談係
市民活動支援係

市民相談課長
白石英春

保険年金課長
伊藤高文

企画経済部長
真鍋和年

参与(行政改革担当)
世良恒夫

企画課長

企画調整係
男女共同参画係
国際交流係

地域調整係
地域振興係
行政改革推進係

藤本純一
企画担当主幹
濱田　学

商工振興課長

商工振興係
産業情報係
労政雇用係

観光振興係
観光施設係

戸田秀夫
企業立地担当課長
近藤都数

観光振興課長
越智哲夫

本谷温泉館長
青野繁雄

行政改革推進室長
高橋貴晴

建設部長
淺木　求
建設部技監
國田卓二

建設道路課長

道路管理係
道路維持係
建設土木係

港湾係
難波江覚

都市整備課長

都市計画係
都市整備係
公園緑地係

ハイウェイオアシス館

椿交流館
建築指導係
営繕係
住宅係

川原和夫
建築住宅課長
越智　強

用地第１係
用地第２係

用地課長
水野太望

港湾課長
伊藤和已

上下水道部長
藤岡芳秀

下水道業務課長

下水道総務係
下水道業務係

下水道建設係
下水道維持係
河川水路係

西条浄化センター

東予丹原浄化センター

三﨑宣文
水道業務課長

水道総務係
水道料金係

水道給水係
水道工務係

高橋早苗
水道工務課長
喜多和誠

下水道工務課長
越智春重

農林水産部長
横江光雄

農林水産課長

農政係
林政係
漁政係

農林土木第１係
農林土木第２係

武田幸正
国土調査課長

国土調査係
田中　勲

農林土木課長
矢野文和

　西条市の組織機構は、｢総合支所方式｣により本庁と総合支所が緊密な連携を取り
ながら、一体的かつ広域的な住民サービスの確保に努め、合併メリットをじゅうぶ
ん発揮できる組織機構としました。

災害復旧対策室長
國田卓二
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東予総合支所長
一色一幸

東予総合支所技監
西川重之

総務課長

総務調整係
地域振興係
管財係

総務調整係
地域振興係
管財係

市民税係
資産税係
納税係

市民税係
資産税係
納税係

総務調整係
地域振興係
管財係

市民税係
資産税係
納税係

越智光彦
福祉課長

障害者福祉係
援護係
女性児童福祉係
高齢福祉係
人権対策係

保健係
介護保険係

原田保一
福祉課主幹
高瀬慈温

下水道課参事
徳永奎一 水道課参事

岡田紘武

産業振興課参事
大澤耕三

保健介護課長
石川清明

市民係
保険年金係
生活環境係
三芳出張所

市民係
保険年金係
生活環境係
桜樹出張所

市民係
保険年金係
生活環境係

市民生活課長
大野　博

農政係
林政漁政係
農林土木係
商工観光係

産業振興課長
渡邊豊公

管理係
維持係
港湾係

建設課長
茎田敏久

都市計画係
建築住宅係

都市整備課長
稲井　守

税務課長
行本　隆

下水道課長

業務係
工務係
河川水路係

水道係

真鍋　修
水道課長
櫛部正則

丹原総合支所長
別宮義勝

総務課長
渡部純三

保健福祉課長

社会福祉･援護係
女性児童福祉係
高齢介護係
保健係

社会福祉･援護係
女性児童福祉係
高齢介護係
保健係

白石茂基
市民生活課長
真鍋公一

農林係
農林土木係
商工観光係

農林係
農林土木係
商工観光係

産業振興課長
首藤　篤

建設係
都市計画係

建設係
都市計画係

建設課長
渡部直樹

税務課長
越野康雄

水道係

水道課長
真鍋貴美雄

小松総合支所長
佐伯浩一

参与(出納担当)
村松　忍

管理部長
飯尾　正

総務課長
竹内照定

保健福祉課長
佐伯　隆

市民生活課長
矢葺博憲

産業振興課長
今井隆重

建設課長
越智　進

税務課長
大田修二

水道係

水道課長
叶谷信之

教

育

委

員

会

教育総務課長

教育総務係
学校給食係
教育施設係
小中学校

丹原学校給食センター

小松学校給食センター

社会教育係
文化振興係

公民館
西条図書館
小松温芳図書館

細川秀美

指導部長
菊池篤志

学校教育課長

学務係
指導係
ひまわり幼稚園
東予南幼稚園

多賀幼稚園
国安幼稚園
燧洋幼稚園
小松幼稚園

伊藤隆志

人権教育課長

人権教育係

能瀬敏男
体育振興課長

体育振興係
体育施設係
丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター

高橋久志

学校教育係
社会教育係
人権教育係
体育振興係

教委東予分室長
秋川忠義

学校教育係
社会教育係

学校教育係
社会教育係

教委丹原分室長
越智久美夫

教委小松分室長
池内　修

生涯学習課長
伊藤新次

橘公民館長
川上正起

東予図書館長
東予郷土館長
武田秀孝

消防長
戸田誠二郎

総務課長

総務係
消防団係

警防係 予防係
危険物係

三並義德
東消防署長

第１消防係・第２消防係・第３消防係
第１救助係・第２救助係・第３救助係
第１救急係・第２救急係・第３救急係
第１通信係・第２通信係・第３通信係

第１消防係・第２消防係・第３消防係
第１救助係・第２救助係・第３救助係
第１救急係・第２救急係・第３救急係

久門義美
西消防署長
杉　和鬼

警防課長
神野一男

予防課長
長野輝茂

総務課主幹
西原孝雄

事務局長市
立
周
桑
病
院

藤原謙治
西条地区農業委員会

事務局長
矢葺新三郎
東予周桑地区

農業委員会事務局長
越智克敏

監査委員事務局長
槙　義次

選挙管理委員会
事務局長
木村　忠監査委員事務局参事

伊藤忠司
院　長
雁木淳一

総務課長
月岡明人

診療部
薬剤部

技術部
看護部

用度課長
今井道浩
用度課主幹
一色　進

医事課長
伊藤冨士夫

財務課長
今井　元

議会事務局長
真鍋廣行

庶務課長

庶務係 議事係
調査係

伊藤健一
議事課長
西川英男出

納

室

出納室長

審査係
出納係

出納係

清水ヨシ子
出納丹原分室

出納係

出納係

出納小松分室出納東予分室



　10月18日に小松町ハイウェイオアシス館で開かれた「第17回西条市・東予市・丹原町・小松町合
併協議会」で、西条市の市章が決定されました。
　全国から公募された、1,857作品の中から選定委員会にて５作品を選定し、協議会委員28人の
投票の結果、兵頭圭子さん（西条市）の作品が選ばれました。

受賞者（敬称略）
賞 氏　　　名 区　　分 住　　　　所

兵頭　圭子最 優 秀 賞 愛媛県西条市

優 秀 賞

土井添　吉髙 福岡県北九州市

一戸　健一 静岡県浜松市

黒川　陽地 福岡県福岡市

三好　健一 福岡県福岡市

学 生 の 部 入 賞

阿部　志乃里 高 校 生

高 校 生

高 校 生

愛媛県松山市

松岡　信二 愛媛県西条市

水谷　圭吾 大阪府藤井寺市

村田　梓 愛媛県八幡浜市

岡田　蓉子

中 学 生

中 学 生 愛媛県西条市

大川　悠真 小 学 生

小 学 生

小 学 生

小 学 生

小 学 生

愛媛県西条市

近藤　大貴 愛媛県西条市

大澤　正茂 愛媛県東予市

巻幡　快斗 愛媛県周桑郡小松町

山根　大樹 愛媛県西条市
※受賞者の住所は、応募時の住所です。

新「西条市」の市章が決まりました！

デザインの趣旨
　四角は、西条市、東予市、丹原町、小
松町を表し４つの点を結ぶことにより２
市２町の合併（和）を意味しています。
　緑色は石鎚山を表し、青色の曲線は
西条市の頭文字「S」の形をとりながら
瀬戸内海、加茂川などの豊かな水を表し
ています。
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新西条市の首長を決める大切な選挙です。
みなさん、必ず投票に行きましょう。

西条市選挙管理委員会 
TEL（0897）56ー5151

問合せ

投票時間

投 票 所

7時～20時
　山間部の投票区投票所(市之川、加茂、大保木、黒谷、桜樹地区)の投票時間は短縮されていま
すので、投票所入場券等で確認してください。

投票所入場券

投票できる人

●選挙人名簿に登録されている人
●昭和５９年１１月２９日以前に生まれた人で、平成１６年８月２０日以前から西条市の住民基
　本台帳に記録され引き続き西条市に住所を有している人(転入してきた人は、平成１６年８
　月２０日までに転入届出をした人)
　なお、合併前の２市２町区域内の移動は、西条市に住所を有している期間に通算されます。

基準日（１１月２０日）現在で選挙人名簿に登録されていて、西条市に居住している人に郵送
・入場券が届いても、その後の異動等で投票日当日選挙権のない人は投票できません。
・入場券が届いていない場合や紛失された場合でも、選挙人名簿に登録されていて当日　
選挙権がある人は投票できます。係員にそのことをお申し出ください。
・入場券が届く前に、期日前投票を済ませた人の入場券については破棄してください。
今回の西条市長選挙における選挙公報（候補者の政見等を記載したもの）は、新聞折込と
なります。（西条市庁舎、各総合支所、各公民館等に備え置きます。）
新聞を購読されていないかたにつきましては、市選挙管理委員会までお申し出ください。郵
便等によりお送りいたします。

　従来の投票所を利用しますが、台風被害などで変更する場合があります。変更対象区域のかた
へは、別途お知らせします。

西　　条　　市　　長　　選　　挙西　　条　　市　　長　　選　　挙
１１月２１日（日）告示　　  １１月２８日（日）投票

選 挙 公 報

１１月１２日（金）までに届出をした人は、新しい住所の投票所で投票できます。
１１月１３日（土）以降に届出をした人は、届出前の住所の投票所で投票できます。市内転居者

期　

日　

前　

投　

票

できる人
投票日当日に　 ・仕事がある人
　　　　　　　・何らかの用務等で投票区域外にいる人
　　　　　　　・出産や手術で入院予定の人　　　　　　等

期　　間 １１月２２日（月）～１１月２７日（土）
時　　間 ８時３０分～２０時

場  所  と
利用者区分

●期日前投票所は、西条市庁舎と３つの各総合支所に設けています。
　該当する住所地の総合支所または西条市庁舎の投票所で投票できます。

名
簿
新
規
登

録
者
の
縦
覧

西条市庁舎　　　 別館５階　全員協議会室　　　全市域の者
東予総合支所 　　１階　ロビー　　　　　　　　東予総合支所管内の者
丹原総合支所 　　２階　選挙管理委員会分室　　丹原総合支所管内の者
小松総合支所 　　１階　会議室　　　　　　　　小松総合支所管内の者
① 投票所入場券（届いていればご持参ください。）
② 宣誓書（選挙管理委員会で用意しています。印鑑は不要です。）必要なもの

期　　間
時　　間
場　　所

１１月２１日（日）～１１月２２日（月）
８時３０分～１７時
西条市選挙管理委員会事務局

（内線）5622

期日前投票所の場所　　　　　　　　　　　　　 利用対象者



　

次
の
支
援
策
は
、
災
害
当
時
に

災
害
救
助
法
等
が
適
用
さ
れ
た
、

旧
西
条
市
・
旧
小
松
町
の
住
民
の

み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
対
象
世
帯

　

全
壊
、
大
規
模
半
壊

②
対
象
経
費

　

生
活
関
係
経
費
（
生
活
再
建
に

必
要
な
物
品
の
購
入
費
と
修
理
費

等
）、
居
住
関
係
経
費
（
解
体
〈
除

却
〉、
撤
去
、
整
地
費
等
）

③
支
援
金

　

災
害
の
程
度
・
世
帯
の
収
入
に

応
じ
て
37
万
５
千
円
〜
300
万
円

①
対
象
世
帯

　

全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
、

一
部
損
壊
、
床
上
浸
水

②
対
象
経
費

　

住
宅
の
解
体
（
除
却
）・
撤
去
・

整
地
費
、
物
品
の
購
入
費
、
修
理

費③
補
助
金
の
額
（
使
っ
た
費
用
の

４
分
の
３
）

　

災
害
の
程
度
、
世
帯
主
の
収
入

に
応
じ
て
、
15
万
円
〜
100
万
円

④
申
請
期
限

　

平
成
17
年
2
月
28
日
㈪

①
対
象
世
帯

　

全
壊
、
半
壊
、
床
上
浸
水
等
（
世

帯
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

②
貸
付
限
度
額

　

災
害
の
程
度
に
応
じ
て
150
万
円

〜
350
万
円

③
貸
付
利
率

　

年
３
％
（
利
子
に
つ
い
て
は
、

償
還
後
、
利
子
補
給
さ
れ
ま
す
。）

④
申
請
期
限

　

災
害
発
生
日
か
ら
３
カ
月
以
内

①
対
象
世
帯

　

被
害
に
遭
っ
た
低
所
得
者
世
帯

②
貸
付
限
度
額

　

災
害
の
程
度
に
応
じ
て
150
万
円

〜
350
万
円

③
貸
付
利
率

　

年
３
％
（
利
子
に
つ
い
て
は
、

償
還
後
、
利
子
補
給
さ
れ
ま
す
。）

　

各
団
体
か
ら
災
害
の
程
度
に
応

じ
て
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

西
条
市
庁
舎
社
会
福
祉
課
総
務

福
祉
係
（
℡ 

０
８
９
７―

５
６―

５
１
５
１
内
線
２
３
２
３
）

【写真右】
小松町妙の谷川橋の橋げたに
ひっかかった流木の撤去の様子
【写真下】
小松町新屋敷地区の小松川にか
かる一本松橋

【写真上】
神戸地区船形の道路上に散乱
する大きな石や流木。民家の
中にまで大量に流入した。

【写真上】飯岡地区山口団地の道路を流れる泥水
と民家にひっかかった流木
【写真左】加茂地区河ケ平の山腹崩落現場。国道
194 号が土砂で埋まり、通行不能となった。
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全
国
的
に
少
子
化
が
進
行
し
て

お
り
、
一
組
の
夫
婦
が
生
涯
生
み

育
て
る
子
ど
も
の
数
は
１
・
29
人

(

Ｈ
15
厚
生
労
働
省
試
算
数
値)

と

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
持
と

う
と
し
な
い
大
き
な
理
由
と
し
て

は
、「
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が

か
か
り
す
ぎ
る
か
ら
」、「
育
児
の

心
理
的
、
肉
体
的
負
担
に
耐
え
ら
れ

な
い
か
ら
」(

Ｈ
15
出
生
動
向
基
本

調
査
抜
粋)

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

西
条
市
に
お
い
て
も
同
様
に
少

子
化
が
進
行
し
て
お
り
、
今
後
懸

念
さ
れ
る
問
題
と
し
て
、
労
働
力

人
口
の
減
少
に
よ
る
経
済
成
長
率

の
低
下
、
年
金
・
医
療
・
福
祉
等

の
社
会
保
障
の
分
野
に
お
け
る
現

役
世
代
の
負
担
増
、
子
ど
も
同
士

の
交
流
機
会
の
減
少
や
過
保

護
化
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
自

身
の
健
や
か
な
成
長
へ
の
懸

念
な
ど
、
介
護
保
険
や
医
療

保
険
の
制
度
運
営
に
も
支
障

を
き
た
す
こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、
次
代

の
社
会
を
担
う
子
ど
も
が
健

や
か
に
生
ま
れ
、
か
つ
、
育

成
さ
れ
る
環
境
の
整
備
を
図

る
た
め
、「
西
条
市
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
行
動
計

画
」
の
策
定
に
向
け
て
、
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
下
記
の
と
お

り
行
動
計
画
の
中
間
案
を
取
り
ま

と
め
ま
し
た
の
で
、
こ
の
中
間
案

に
対
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

よ
り
実
効
性
の
高
い
計
画
を
作

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

積
極
的
な
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

12
月
10
日
㈮

・
ご
意
見
の
宛
先

　

西
条
市
庁
舎
女
性
児
童
福
祉
課

児
童
係 

℡
０
８
９
７―

５
６―

５
１
５
１

　

内
線
２
３
３
３

℻
０
８
９
７―

５
２―

１
２
９
４

Ｅ
メ
ー
ル joseijidofukushi

@
saijo-city.jp

　本計画では、子育てと仕事の両立支援の
観点に基づく保育に関する施策だけでな
く、社会全体が一体となり、男女共同参画、
地域福祉、社会保障、子どもの社会性の向
上・自立の促進といった視点で「子どもが

いきいきと育つ社会」、「市民それぞれが多
様な生き方を選択できる社会」の実現を目
的としています。そこで、新市の将来都市
像「人がつどい、まちが輝く、快適環境実
感都市」に基づき「子どもと地域が育つま

ちづくりをめざして」という将来像を設け、
子どもをはじめ、すべての市民がこころ豊
かに夢をもって子育て・子育ちをし、いつ
までも暮らしたいと思える、住みよいまち
となるような施策を進めます。

①地域における子育て・子育ちの支援【地
域の子育て】
　「地域全体が子育て・子育ちを担う」と
いう意識のもと、地域の資源を活かしな
がらすべての子育て・子育ちを支えてい
くための取り組みを推進します。

学校の教育力の向上に努めます。

④子育てを支援する生活環境の整備 【子
育てバリアフリー】
　親や子どもが安全で安心して外出でき
る環境整備を進めるとともに、市が有す
る豊かな水資源をはじめとした自然を活
かした快適な環境づくりを推進します。

②母性ならびに乳幼児等の健康の確保お
よび増進【母子保健】
　子育ての悩みや不安を解消し、安心して
子育てができる母子保健事業の推進を図る
とともに、思春期保健対策を推進します。
　また、小児医療体制の充実に努めます。

③子どもの心身の健やかな成長に資する
教育環境の整備【教育】
　次代の担い手である子どもが「生きる力」
を身につけのびのびと育つよう、家庭・地域・

①子どもの視点

②次代の親づくりという視点

③サービス利用者の視点

④社会全体による支援の視点

⑤すべての子どもと家庭への
支援の視点

⑥地域における社会資源の効
果的な活用の視点

⑦サービスの質の視点

⑧地域特性の視点
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　産業情報支援センターの運営組織であ
る㈱西条産業情報支援センター（愛称：
サイクス）の各種情報をお知らせします。
　今回は、産業情報支援センターの活動
内容の紹介です。

◆
目
的

　

サ
イ
ク
ス
は
、
新
事
業
創
出
、

中
小
企
業
等
の
新
分
野
進
出
、
研

究
開
発
な
ど
の
企
業
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
平
成
11
年
９
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
産
業
振
興
に
関

す
る
広
範
囲
な
情
報
の
収
集
・
提

供
、
と
り
わ
け
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
直
結
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
関
す
る
情
報
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
等

を
、
民
間
企
業
の
優
れ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
導
入
し
、
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

窓
口
相
談
・
情
報
提
供

　

創
業
準
備
の
ポ
イ
ン
ト
、
会
社

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
創
業
資
金
の

調
達
方
法
な
ど
創
業
に
あ
た
っ
て

の
課
題
や
経
営
、
金
融
、
技
術
、

情
報
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の

経
営
上
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

専
属
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
個
別

指
導
を
行
う
な
ど
、
き
め
細
や
か

な
窓
口
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
家
に
よ
る
相
談

　

高
度
な
専
門
知
識
を
要
す
る
相

談
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

専
門
家
を
派
遣
し
、
具
体
的
・
実

践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

情
報
の
収
集

　

創
業
や
経
営
革
新
に
役
立
つ
支

援
制
度
や
人
材
、
技
術
、
特
許
情

報
な
ど
の
経
営
資
源
に
つ
い
て
、

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
広
範

な
独
自
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

提
供
し
て
い
ま
す
。

販
路
開
拓
等
の
支
援

　

エ
リ
ア
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

（
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を

関
東
、
関
西
地
区
に
配
置
し
、
企

業
経
営
や
販
路
開
拓
な
ど
に
役
立

つ
情
報
収
集
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

技
術
動
向
な
ど
）
や
各
種
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

エ
リ
ア
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
紹
介

　

企
業
で
の
実
務
経
験
が
豊
富
で

幅
広
い
人
脈
を
有
し
、
か
つ
行
動

力
あ
ふ
れ
る
か
た
が
た
で
す
。

○
関
東
エ
リ
ア
担
当

　

茂
田
嘉
彦
氏

　

香
川
県
出
身
。
総
合
商
社
に
お

い
て
、
第
一
線
で
の
営
業
活
動
で

培
っ
た
経
験
と
人
脈
を
ベ
ー
ス
に

経
営
診
断
、
商
品
開
発
、
市
場
化

支
援
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト
。

○
関
西
エ
リ
ア
担
当

　

日
野
重
三
氏

　

愛
媛
県
出
身
。
鋼
鉄
関
連
商
社

で
30
余
年
に
わ
た
る
営
業
経
験
と

役
員
経
験
を
通
じ
、
関
西
地
域
大

手
有
力
企
業
、
中
小
企
業
幹
部
に

幅
広
い
人
脈
を
形
成
。

　　　
◆
緊
密
な
協
力
・
支
援
体
制

　

支
援
セ
ン
タ
ー
を
管
理
・
運
営

す
る
㈱
西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン

タ
ー
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

の
経
営
面
や
技
術
面
全
般
に
わ
た

り
、
き
め
細
や
か
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
四
国
内
外
に
有
す
る
強

力
な
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

に
よ
っ
て
、
最
新
の
技
術
情
報
や

産
業
情
報
、
施
策
情
報
な
ど
も
提

供
可
能
で
す
。

◆
応
接
・
談
話
に
自
由
に
利
用
で

　

き
る
部
屋
の
設
置

　

商
談
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に

使
用
で
き
る
「
談
話
室
兼
応
接
室
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
仮
眠

や
休
息
な
ど
に
利
用
で
き
る
「
休

憩
室
」も
設
置
し
て
い
ま
す
。

地
域
産
業
の
活
性
化
を

め
ざ
し
て

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
入
居

企
業
へ
の
支
援
内
容

の情報をお知らせします

もっと詳しく知りたいかたは…
○産業情報支援センター
（℡ 0897－53－0010　FAX 0897－53－0011  Ｅメール info@saijo-sics.co.jp ）
サイクスのホームページもご覧ください。
  http://www.saijo-sics.co.jp/

▲交流サロン（有料）
　新たな取引関係の創出や異業種間の交流
　等にご利用いただけます。

冬の省エネキャンペーン　　12月１日～３月31日

Saijo Industry & Information
 centre  for support

Vol. 1

　冬は暖房の使用によってエネルギーの消費が増える時期です。
部屋は暖め過ぎず、衣類で調節して、暖房の設定温度を20℃に
するなど、家庭や学校、職場における省エネへの一層の取り組
みが必要です。

【資源エネルギー庁】
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市
立
幼
稚
園
の
新
入
園
児
の

募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

幼
稚
園
名

○
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

○
東
予
南
幼
稚
園

○
多
賀
幼
稚
園

○
国
安
幼
稚
園

○
燧
洋
幼
稚
園

○
小
松
幼
稚
園

対
象
園
児

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の

事
項
に
該
当
す
る
園
児

※
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
に
は
通
園

　

区
域
が
あ
り
ま
す
。

○
３
歳
児
学
級

　

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成

14
年
４
月
１
日
の
出
生
児

○
４
歳
児
学
級

　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成

13
年
４
月
１
日
の
出
生
児

市
立
幼
稚
園
の
新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

受
付　

11
月
22
日
〜
12
月
６
日

○
５
歳
児
学
級

　

平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成

12
年
４
月
１
日
の
出
生
児

募
集
園
児
数

　

別
表
の
と
お
り
。

応
募
要
領
・
入
園
願
書
等

　

各
幼
稚
園
ま
た
は
西
条
市
庁

舎
別
館
お
よ
び
各
総
合
支
所
の

教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

願
書
受
付
期
間

　

11
月
22
日
㈪
〜
12
月
６
日
㈪

願
書
受
付
場
所

　

各
幼
稚
園

面
接
・
入
園
決
定

　

親
子
面
接
を
12
月
中
に
各
幼

稚
園
で
行
い
、
そ
の
後
、
入
園

決
定
を
行
い
ま
す
。
募
集
園
児

数
を
超
え
る
応
募
数
が
あ
っ
た

場
合
は
、
抽
選
で
入
園
児
を
決

定
し
ま
す
。

入
園
に
お
け
る
費
用
等

○
入
園
料　

無
料

○
授
業
料　

月
額
６
４
０
０
円

○
昼
食
や
通
園
バ
ス
な
ど
、
詳

　

し
く
は
、
各
幼
稚
園
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

別
表
の
と
お
り

学級幼稚園名
（問合せ先）

市立幼稚園募集園児数

学級数 定数 募 　集
園児数

ひまわり幼稚園 ３歳児 1 30 30
氷見乙639－2 ４歳児 1 30 10
TEL0897－57－7797 ５歳児 1 30 11
東予南幼稚園 ３歳児 1 35 35
石田397－1 ４歳児 1 35 16
TEL0898－64－3081 ５歳児 1 35  9
多賀幼稚園 ３歳児 1 35 35
北条1504 ４歳児 1 35  5
TEL0898－64－2767 ５歳児 1 35  7
国安幼稚園 ３歳児 1 35 35
国安178－1 ４歳児 1 35  7
TEL0898－66－5332 ５歳児 1 35  0
燧洋幼稚園 ３歳児 1 35 35
三芳305－3 ４歳児 1 35 18
TEL0898－66－4773 ５歳児 1 35  2
小松幼稚園 ３歳児 1 20 20
小松町新屋敷甲2210－1 ４歳児 1 25 18
TEL0898－72－2702 ５歳児 1 25 12

　

人
権
週
間
は
、
国
民
一
人
ひ

と
り
が
「
人
権
」
と
い
う
も
の

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
自

己
の
行
為
に
よ
っ
て
他
人
の
人

権
を
侵
し
て
い
な
い
か
反
省
す

る
週
間
で
す
。

　

私
た
ち
が
豊
か
な
日
常
生
活

を
営
む
た
め
に
は
、
お
互
い
の

立
場
を
尊
重
し
、
自
己
の
権
利

ば
か
り
を
主
張
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
心
が
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

法
務
省
や
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
12
月
４
日
か

ら
10
日
の
１
週
間
を
人
権
週
間

と
し
て
、「
育
て
よ
う　

一
人

一
人
の　

人
権
意
識　

―

身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か―

」
の
ほ
か
、
次
の

こ
と
を
強
調
事
項
と
し
て
各
種

の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

強
調
事
項

○
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

　

育
て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

　

と
平
等
を
実
現
し
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
に
対
す
る

　

理
解
を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

　

う
○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

　

病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を

　

な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

　

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

　

人
権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

　

た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差

　

別
を
な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

　

を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す

　

る
差
別
を
な
く
そ
う

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
か
た

は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

か
松
山
地
方
法
務
局
西
条
支
部

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ

○
西
条
市
庁
舎
市
民
相
談
係

　
（
内
線
２
４
６
２
）

○
松
山
地
方
法
務
局
西
条
支
部

　
（
℡  
０
８
９
７―

５
６―

０

１
８
８
）

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
で
す
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平
成
16
年
工
業
統
計
調
査
を

12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
は
、
12
月
か
ら

来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は

統
計
法
に
も
と
づ
き
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

西
条
市
庁
舎
広
報
統

　

計
係
（
内
線
２
１
２
９
）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

11
月
は
、
下
水
道
に
か
か
る

受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
の
納

期
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

対
象
の
納
期

○
旧
西
条
分　
　
　
　

第
３
期

○
旧
東
予
・
丹
原
分　

第
２
期

旧
西
条
市
分

20
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
３

　
　

期
分
の
督
促
状
の
発
送

27
日　

固
定
資
産
税
第
４
期
分

　
　

の
納
期
限

旧
東
予
市
分

20
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
５

　
　

期
分
の
督
促
状
の
発
送

27
日　

固
定
資
産
税
第
４
期
分

　
　

の
納
期
限

27
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
６

　
　

期
分
の
納
期
限

旧
丹
原
町
分

20
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
５

　
　

期
分
の
督
促
状
の
発
送

27
日　

固
定
資
産
税
第
３
期
分

　
　

の
納
期
限

27
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
６

　
　

期
分
の
納
期
限

旧
小
松
町
分

27
日　

固
定
資
産
税
第
３
期
分

　
　

の
納
期
限

27
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
４

　
　

期
分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０

　

円
の
督
促
手
数
料
と
延
滞
金

　

を
い
た
だ
き
ま
す
。

下水道工事
予定箇所

 ⑨　　 下島山甲
12 月上旬～ 3月上旬

 ①　　 氷見丙
11 月下旬～ 2月中旬

 ③　　　楢木
11月下旬～ 1月下旬

 ⑥　　　禎瑞
11月下旬～ 2月下旬

 ⑦　　 喜多川
11 月下旬～ 2月中旬

 ⑧　　 喜多川
1月上旬～ 3月下旬

 ⑩　　 下島山甲
12 月上旬～ 3月上旬

 ④　　 西田甲
11 月下旬～ 1月下旬

 ⑤　　 西田甲
12 月中旬～ 2月中旬

 ②　　 野々市
12 月上旬～ 3月上旬

下水道工事箇所をお知らせします下水道工事箇所をお知らせします
ご理解とご協力をお願いしますご理解とご協力をお願いします

受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
の
納
期
で
す

12
月の
市
税
ご
よ
み

納
期
限　

11
月
30
日
㈫

問
合
せ　

西
条
市
庁
舎
下
水
道

業
務
係
（
内
線
２
８
２
３
）、

東
予
総
合
支
所
業
務
係
（
内

線
２
１
１
）

　

平
成
16
年
１
月
２
日
以
降
に

取
り
壊
し
た
家
屋
は
、
平
成
17

年
度
か
ら
固
定
資
産
税
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

登
記
家
屋
は
法
務
局
へ
の
滅

失
登
記
で
課
税
台
帳
の
抹
消
が

可
能
で
す
が
、
未
登
記
家
屋
に

つ
い
て
は
、
取
り
壊
し
を
完
全

に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は

次
の
と
こ
ろ
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

○
西
条
市
庁
舎
資
産
税
第
２
係

　
（
内
線
２
２
７
４
）

○
東
予
総
合
支
所
資
産
税
係

　
（
内
線
１
２
６
）

○
丹
原
総
合
支
所
資
産
税
係

　
（
内
線
２
６
６
）

○
小
松
総
合
支
所
資
産
税
係

　
（
内
線
１
１
３
）
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 ⑮　　　 今井
11 月下旬～ 3月上旬

 ⑪　　 壬生川
11 月下旬～ 2月上旬

 ⑬　　　 桑村
11 月下旬～ 2月下旬

 ⑯　　　 今井
11 月下旬～ 3月上旬

 ⑭　　 願連寺
11 月下旬～ 12 月中旬

 ⑫　　 壬生川
11 月下旬～ 3月中旬

 ⑰　　 願連寺
11 月下旬～ 3月中旬

下水道工事箇所をお知らせします下水道工事箇所をお知らせします
ご理解とご協力をお願いしますご理解とご協力をお願いします

下水道工事
予定箇所

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
と

し
尿
く
み
取
り
を
お
休
み
し
ま
す

ご
み
収
集

　

12
月
31
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈪

の
収
集
を
お
休
み
し
ま
す
。
収

集
地
区
の
か
た
は
、
次
回
の
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
地
区
と
も
正
月
明

け
の
第
１
回
目
の
可
燃
・
不
燃

ご
み
の
収
集
時
間
が
大
幅
に
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

し
尿
の
く
み
取
り

　

各
く
み
取
り
業
者
が
左
表
の

と
お
り
年
末
年
始
の
休
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
に
は
、
し
尿
く
み
取
り

の
依
頼
が
集
中
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　

　
「
住
所
表
示
の
変
更
手
続
き

ガ
イ
ド
」「
住
民
く
ら
し
の
ガ

イ
ド
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
訂
正
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

住
所
表
示
の
変
更
手
続
き
ガ
イ

ド
の
訂
正

　

16
ペ
ー
ジ
の
西
条
市
消
防
本

部
警
防
課
警
防
係
電
話
番
号

正　

０
８
９
７―

55―

０
１
１
９

誤　

０
８
９
７―

56―

０
１
１
９

住
民
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
の
訂
正

　

左
表
の
と
お
り

訂
正
と
お
詫
び

ページ 訂正内容 正 誤

P12 建設部の課名等 建築住宅課 建設住宅課

P13 福祉課の係名 障害者福祉係 障害福祉係

P19 西条市庁舎・西条市庁舎別館
郵便番号と電話番号

793-8601
(0897)56-5151

793-0023
(0987)56-5151

P25 総合福祉センターの電話番号 (0897)55-0294 (0898)55-0294

P74 東予総合支所の課・係名 福祉課　障害者福祉係 保健福祉課　障害福祉係

P75 東予総合支所の課名 福祉課　女性児童福祉係 保健福祉課　女性児童福祉係

区　分 くみ取り業者名 休業期間

旧西条市
西条環境整備企業組合　℡ 0897-55-3244 12月31日～ 1月3日

㈲石鎚スカイクリーン　　℡ 0897-57-7655 12月31日～ 1月3日

旧東予市

周桑衛生企業組合　　　℡ 0898-65-5659 12月30日～ 1月3日

みつわ衛生社　　　　　℡ 0898-64-4943 12月30日～ 1月6日

㈲三芳衛生社　　　　　℡ 0898-66-4098 12月30日～ 1月5日

旧丹原町
㈲丹原清掃社　　　　　℡ 0898-68-5015 12月30日（午後）～ 1月3日

ヒカリ環境開発㈲　　　℡ 0898-68-6533 12月30日（午後）～ 1月3日

旧小松町
周桑衛生企業組合　　　℡ 0898-72-5226 12月30日～ 1月3日

㈲小松協同企業　　　　℡ 0898-72-4498 12月31日～ 1月3日

くみ取り業者の年末年始休業期間

※各くみ取り業者とも収集許可区域は、合併後も以前と変更がありませんので、
従来の業者にお申し込みください。
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人
権
と
い
う
言
葉
は
、
ふ
だ
ん

よ
く
聞
く
言
葉
だ
。
人
権
と
い
う

の
は
、
人
の
権
利
と
い
う
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
辞
書
で
調
べ

て
み
る
と
、「
す
べ
て
の
人
が
生

ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、
生

命
・
自
由
・
平
等
な
ど
の
権
利
」

と
書
い
て
あ
っ
た
。

　

日
本
国
憲
法
第
11
条
に
、「
国

民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の

享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲

法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人

権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永

久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将

来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
る
。」
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

基
本
的
人
権
と
は
、
憲
法
で
決

め
ら
れ
て
い
る
、
人
間
と
し
て
誰

に
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
最
も
大

切
な
権
利
の
こ
と
だ
。
人
間
は
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
平
等
だ
。
こ

れ
は
当
然
の
こ
と
だ
。

　

で
も
、
そ
れ
を
憲
法
で
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
人
を
差
別
し
て
い
た
と
き
が

あ
っ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

　

西
条
市
で
は
、「
差
別
を
な
く

す
る
市
民
の
集
い
」
や
、
い
ろ
い

ろ
な
差
別
や
人
権
に
関
す
る
会
も

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
よ

う
な
会
に
も
っ
と
多
く
の
人
が
出

席
す
る
と
、
人
を
差
別
す
る
人
も

い
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

私
た
ち
の
間
で
も
、
知
ら
な
い

間
に
人
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
か

も
知
れ
な
い
。
例
え
ば
、
嫌
が
る

あ
だ
名
で
呼
ん
で
み
た
り
、
も
し

自
分
が
さ
れ
る
方
の
立
場
だ
っ
た

ら
絶
対
に
で
き
な
い
と
思
う
。
も

し
、
人
の
嫌
が
る
こ
と
を
言
っ
た

り
し
た
り
し
て
も
素
直
に
あ
や
ま

る
気
持
ち
が
大
切
だ
と
思
う
。

　

私
た
ち
は
、
学
校
で
人
権
に
つ

い
て
多
く
の
こ
と
を
勉
強
し
て
い

る
。
だ
け
ど
頭
で
は
分
か
っ
て
い

て
も
、
な
か
な
か
実
行
で
き
な
い

こ
と
も
あ
る
。
地
域
ぐ
る
み
で
人

権
に
つ
い
て
勉
強
し
て
、
み
ん
な

が
差
別
を
な
く
す
る
努
力
を
す
れ

ば
い
い
と
思
う
。

　

思
い
や
り
の
心
を
も
つ
「
花
の

子
」
に
な
ろ
う
。
誰
も
が
そ
ん
な

気
持
ち
を
持
て
ば
、
人
を
差
別
す

る
世
の
中
も
な
く
な
る
と
思
う
。

人権・同和教育シリーズ　No.1
人権について
神拝小学校６年　松本　望希さん

　

次
の
か
た
が
た
か
ら
ご
好
意
、

ご
寄
付
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

　

山
田
英
雄
（
北
条
）
、
森
川

義
彦
（
楠
）
、
北
村
幸
秋
（
三

芳
）
、
青
野
和
正
（
福
成
寺
）
、

越
智
貞
美
（
北
条
）
、
桑
原
敏

（
三
芳
）
、
佐
山
彰
博
（
吉

田
）
、
一
色
悠
生
（
三
津
屋
）
、

真
田
聖
（
吉
田
）
、
一
色
カ
ホ
ル

（
三
津
屋
南
）
、
稲
井
章
秀
（
大

新
田
）
、
今
井
則
夫
（
周
布
）
、

飯
尾
芳
太
郎
（
福
成
寺
）
、
十
亀

悦
子
（
旦
之
上
）
、
福
田
稔
（
明

理
川
）
、
伊
藤
広
一
（
上
市
）
、

稲
井
守
（
大
新
田
）
、
青
野
恵

美
（
明
理
川
）
、
佐
伯
孝
（
周

布
）
、
近
藤
育
恵
（
北
条
）
、
柳

瀬
英
子
（
壬
生
川
）
、
砂
田
寿

江
（
三
津
屋
）
、
林
和
子
（
喜
多

川
）
、
柳
瀬
髙
尹
知
（
丹
原
町
関

屋
）
、
楠
河
小
学
校
昭
和
31
年
度

卒
業
生
一
同
、
東
予
市
連
合
自
治

会
、
三
芳
地
区
民
生
児
童
委
員
、

国
興
産
業
㈱
、
生
命
の
貯
蓄
体
操

東
予
支
部
、
丹
原
文
化
協
会
茶

道
部
、
中
川
さ
く
ら
保
育
園
父
母

会
、
小
松
歌
謡
ク
ラ
ブ
、
西
条
地

方
局
農
政
課

老
人
ホ
ー
ム
明
水
荘
へ

　

生
け
花
指
導　

稲
住
育
子
（
下

島
山
甲
）
、
押
し
花
指
導　

佐
藤

ミ
ヨ
（
大
町
）
、
長
瀬
皋
（
中
野

甲
）
、
秋
月
理
作
子
（
大
町
）
、

散
髪　

伊
藤
泰
博
（
明
神
木
）
、

新
聞　

芥
川
秀
人
（
神
拝
甲
）
、

雑
巾　

大
町
福
寿
会
、
手
紙
・
み

か
ん　

西
条
小
学
校
児
童
会
、

シ
ー
ツ
・
バ
ス
タ
オ
ル
等　

西

条
校
区
婦
人
会
、
尺
八
と
琴
の
演

奏
・
交
流
会
等　

松
下
寿
電
子
工

業
労
組
西
条
支
部
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
研
修
生
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏　

西
条
ス
イ
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

手
作
り
腰
ひ
も　

伊
藤
ア
ツ
子

（
神
拝
甲
）
、
寄
付
金　

歌
謡
ア

カ
デ
ミ
ー
西
条

西
条
市
へ

　

街
路
灯　

四
国
電
力
㈱
西
条
営

業
所

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　かつて人びとは、道路が必要となればみんなでお金や労力を出
し合って作りました。それを道普請（みちぶしん）と言います。
人と人が出会い、物や情報が流れていく道は、いつ誰が作ったの
でしょう。ミュージカルを通して、道について考えてみませんか。

問合せ　西条市庁舎建設道路課
（℡ 0897 － 56 － 5151 内線 2722）

松本　望希さん

「
よ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い
旬
間
」
の
一
環

と
し
て
街
路
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ミュージカル　四国みちぶしんを開催
公演　劇団ふるさときゃらばん

と　き １月25日（火） 開場：18時
  開演：18時30分
ところ 総合文化会館
入場料 大人1000円　子ども 500円
 ※未就学のお子様はご遠慮ください。
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12月のスポーツカレンダー ご近所お誘いあわせて、観戦・応援にお出かけください。

日・（曜日） 時　間
３日（金） ２０：００
４日（土） ９：００
４日（土） ９：００

５日（日）・１２日（日） ９：００
１２日（日） ９：００
１２日（日） ８：３０
１９日（日） ９：００
１９日（日） ９：００
１９日（日） ９：００
２６日（日） ８：００

場　　　　　所
小松体育館
総合体育館・ひうち体育館
西条市民公園運動広場
ひうち陸上競技場
総合体育館
東予運動公園
西条西部体育館
ひうち球場
ひうち陸上競技場
総合体育館

行　　事　　名
ニュースポーツ教室
第43回西条市長旗・議長杯争奪卓球大会
EBC県少年サッカー大会
石井杯サッカー大会
第22回西条近県柔道大会
第24回東予健康マラソン大会
石井杯９人制バレー大会
ルネサス・ソフトボール教室
第54回西条駅伝競走大会
アオキ西条オープンバドミントン大会

※行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

月 教室名 時　間 場　　所 内　　　容

小・中学生陸上競技教室 9：00～12：00 ひうち陸上競技場 対象：小学校５・６年生、中学生
定員：フリー

サッカー教室 9：00～11:00 ひうち陸上競技場
対象：小学生以上(一般可）
定員：５０人
※サッカーボールを持参してください。

ジュニアバドミントン教室 9：00～12：00 クラレ体育館 対象：小・中学生
定員：５０人

柔道教室 9：00～12：00 総合体育館第2格技室

種目協会スポーツ教室
期　日

１２
月

第２・第４土曜日

４日（土）・１１日（土）
１８日（土）・２５日（土）

対象：小学生
定員：５０人

４日（土）・１１日（土）
１８日（土）・２５日（土）

市民一人１スポーツ推進事業事務局（総合体育館内）TEL 0897-53-3140

４日（土）・５日（日）
１１日（土）・１８日（土）

自分に合ったスポーツを見つけて、家族や友達とお気軽に
ご参加ください。（参加は全て無料です）　

時　間 場　　所
9：00～19：00　ひうち陸上競技場 ジョギング、ウォーキングなど

総合体育館 トレーニング、バドミントン、卓球など
ひうち体育館 トレーニング、卓球など
西条西部体育館 バドミントン、卓球など

9：00～12：00 総合体育館
対象：幼児をもつ女性・一般女性のかた
（２歳～６歳未満の幼児を対象に託児所があります。）
種目：レクリエーションバレーボール、
　　バドミントン、卓球など

8：30～10：00 西条東部公園 グラウンドゴルフ
8：00～10：00 市塚広場 グラウンドゴルフ
8：00～11：00 下島山クロッケー場 クロッケー
9：00～11：00 西条市民公園 グラウンドゴルフ
9：00～10：30 加茂川ふれあい広場 ゲートボール
9：00～10：30 神戸公園 グラウンドゴルフ
9：00～10：30 橘広場 クロッケー
13：00～15：30 新兵衛公園 クロッケー
13：30～15：30 大町公民館 軽スポーツ
8：30～10：00 石井記念公園 グラウンドゴルフ

健康づくり教室（中高年）
バランス運動・ステップアップ運動
椅子を使っての運動・太極拳

9：00～11：00

市民スポーツデー
（スポーツ施設の無料開放）

毎週月曜日と水曜日
※12月29日（水）は　
　休館・休場日です。

ひうち体育館

12月の市民一人１スポーツ
行　事　名

9：00～22：00

期　日

毎週水曜日
※12月29日（水）は　
　休館・休場日です。

　毎週木曜日
　※12月30日（木）は
休館日です。

毎週月曜日と木曜日

毎週火、木、土曜日
毎月第2･第4土曜日

母親・幼児スポーツ教室

毎週火、木、土曜日

毎日（日曜日は除く）

毎日（日曜日は除く）

毎週火曜日

中高齢者スポーツ教室
（指導員が巡回します。）
※12月29日（水）～1月3日
　（月）はお休みします。

毎日（日曜日は除く）
毎日

毎日（土、日、祝日は除く）

内　　　容



カメラスポット
（絢爛豪華な秋祭り）（絢爛豪華な秋祭り）

10月16日　伊曽乃神社祭礼　川入り

10月17日　飯積神社祭礼　宮入り

10月15日　石岡神社祭礼　宮入り

10月17日　三島神社祭礼　宮入り

10月10日　嘉母神社祭礼　宮出し

10
月
16
日　

丹
原
小
学
校
で
の
統
一
行
動

10月12日　壬生川駅前での統一運行

18



カメラスポット
（地域の話題）（地域の話題）

10月31日　クラシックCarニバルin小松　開催

　小松町商工会青年部主催の第３回「クラシックCarニバルin
小松2004」が石鎚山ハイウェイオアシスで開催されました。
あいにくの雨模様の天気にもかかわらず133台の車が展示さ
れ、カーマニアの目をくぎづけにしていました。

10月12日　せせらぎ広場オープン

　丹原文化会館前に「せせらぎ広場」がオープンしました。こ
の広場は、「せせらぎ水路」と一体的に整備した広場で、あず
まや、ベンチ、照明などが設置されています。市民の皆さんの
憩いの場としてご利用ください。

10月31日　うちぬき水を使った世界のコーヒーフェア　開催

　第６回目を迎える「うちぬき水を使った世界のコーヒーフェ
ア」が栄町上組商店街で開催されました。当日は多くの市民が
訪れ、おいしいコーヒーの香りが広がる商店街で各種のイベン
トを楽しんでいました。

10月12日　総合福祉センターオープン

　元気で幸せに暮らせる社会福祉都市の形成と市民の健康と福
祉の向上をめざし「総合福祉センター」（愛称：もてこい元気
館）がオープンしました。地元産の木材や和紙を使った照明な
ど、温かい雰囲気の施設です。一度足を運んでみては、いかが
でしょうか。

10月23日　第31回東予市老人クラブ連合会大運動会

　壬生川小学校で市老人クラブ連合会による運動会が開催さ
れ、市内各地区から参加した約800名のお年寄りが、各種目
ではつらつとした姿を披露。秋晴れのさわやかな青空のもと、
楽しい１日を過ごしました。

祝　全国大会出場　優勝めざしガンバレ！

　12月25日から大阪府立体育館で
行われるジュニアオリンピックカッ
プ「第18回全国都道府県対抗中学
バレーボール大会」に丹原東中学校
の兼頭慎哉さん(右)と豊田翔平さん
(左)が出場します。

　１月４日から名古屋市中村スポー
ツセンター他で行われる「第13回
全国小学生バドミントン選手権大
会」に飯岡小学校６年生の伊東千麿
さん(左)と４年生の伊東歩雪さん
(右)が出場します。
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申込書の備付場所・受付場所
・
・
・
・
・

受付期間

入所要件

延長保育

一時保育

平成 17年度 保育所入所申込受付
12月１日(水)～17日(金)　
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総合健診を実施します

女性の検診
検診日・検診場所

成人向け健康相談
◆健康栄養相談

◆健康相談

◆成人健康相談

赤ちゃん健康情報
◆すくすく相談会

（

◆チェリーくらぶ

◆乳幼児健康相談

歩け歩け運動の完了者

◆本州１周相当コース（5,340km）

◆四国１周相当コース（940km）

（

火災のない明るい新年を迎えましょう

石油ストーブは正しく使用しましょう
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保健だより

接種券の交付対象者・交付方法

接種方法

実施期間

接種費用
接種できる医療機関

12月の乳幼児健康診査

実施場所 内容 日程 受付時間 対象児

中央保健センター
　0897―52―1215

東予保健センター
　0898―64―5333

小松保健センター
　0898―72―6363

丹原保健センター
　0898―68―7300

※母子手帳を持参してください。

4カ月児健診

1歳6カ月児健診

3歳児健診

2日（木）

9日（木）

16日（木）

15日（水）

8日（水）

1日（水）

1日（水）

7日（火）

13：00～14：30

13：00～13：30

13：00～13：30

13：30～14：00

13：00～13：30

13：15～13：30

4カ月児健診

1歳6カ月児健診

3歳児健診

1歳6カ月児健診

3歳児健診

3歳児健診

平成16年7月１日～
平成16年7月31日の出生児

平成15年5月１日～
平成15年5月31日の出生児

平成13年11月１日～
平成13年11月30日の出生児

平成16年8月１日～
平成16年8月31日の出生児

平成15年4月16日～
平成15年5月31日の出生児

平成13年10月１日～
平成13年11月15日の出生児

平成15年4月1日～
平成15年5月31日の出生児

平成13年10月１日～
平成13年11月30日の出生児

平成13年9月１日～
平成13年10月31日の出生児

インフルエンザ予防接種を受けましょう石鎚山ハイウェイオアシス館
椿交流館
土佐犬闘技大会

ファンタジークリスマス2人写真展

11月・12月の休館日　

ツベルクリン反応検査
ＢＣＧ予防接種

◆中央保健センター実施分

◆東予保健センター実施分

◆丹原保健センター実施分
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施
西条郷土博物館

墨彩画展

日本史講座

文化財写真展

染物教室

俳句教室

11月の休館日
12月と年始の休館日

産業学習館

俳画教室生の作品展

俳画教室（初級）

ちぎり絵教室（初級）

そめ紙教室（初級）

ぽち袋（お年玉入れ袋）、お箸入れづくり
教室

11月の休館日
12月と年始の休館日

丹原Ｂ&Ｇ海洋センター

11月の休館日　
12月と年始の休館日　

図書館

開館時間
11月の休館日　
12月と年始の休館日

民芸館

現代生活工芸展

11月の休館日
12月と年始の休館日

佐伯記念館・郷土資料館
愛蔵品展（書画・骨董）

丹原地区小・中学生の作品展

11月の休館日
12月と年始の休館日

 問合せ　
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こどもの国　11月20日～12月の行事予定
行事･教室名

木彫教室

備　考
小･中学生
定員：20人
費用：30～400円

  地球体験（第４回）
滑川で化石採集

小学４年生以上
定員：30人

染め物教室
小･中学生、幼児は保護者同伴
定員：16人、費用：250円
※エプロン持参

絵画教室 小学２～６年生
定員：10人

親子木工教室 小学生以上(保護者同伴)
定員：10人

おもしろ工作教室 小学生

子育て相談所 医療カウンセラーによる
専門的相談

楽しい電子工作
電子草ぶえを作ろう!!

小･中学生
小学３年生以下は保護者同伴
定員：10人

  太陽や星を見る会（第５回）
秋･冬の星座とふたご座流星群

小学４年生以上
定員：60人

  地球探険（第５回）
化石の複製を作ろう

小学４年生以上
定員：30人

囲碁教室 小･中学生
定員：10人

楽しい電池工作
ボタンライトを作ろう!!

小学生
定員：15人

子ども放送局 西条市こどもの国だけで
見られる子ども向け番組

ストーリーテリング
英語絵本のよみきかせ

たのしい英語による
大型絵本の読み聞かせ

おはなしのへや

◎定員制の行事や教室は早めに、直接または電話（0897－56－8115）で予約してください。
◎11月の休館日　毎週月曜日、24日（水）
◎12月と年始の休館日　毎週月曜日、24日（金）、29日（水）～１月３日（月）

日･（曜日）
11月21日（日）
12月５日（日）
12月18日（土）

11月21日（日）

11月23日（火）
12月11日（土）
12月23日（木）

11月27日（土）
12月11日（土）
12月26日（日）
11月27日（土）
12月25日（土）
11月28日（日）
12月12日（日）
11月28日（日）
12月26日（日）

12月４日（土）

12月11日（土）

12月19日（日）

12月19日（日）

12月26日（日）

毎週土曜日

毎週土曜日

毎週土・日曜日

時　間

13：30～16：30

9：00～15：00

13：30～15：30

10：00～12：00

13：30～16：30

13：30～16：30

13：30～15：30

13：30～15：30

19：00～20：30

13：30～15：30

13：30～15：00

13：30～15：30

10：30～12：00

11：00～11：30

14：10～14：40 かみしばい･なぞなぞ絵本の読み聞かせなど

児童館

◆西条児童館の催し
キッズビクス（簡単なエアロビクス）

子育て相談＆講演会

ゲーム遊び

親子で体操

クリスマス会

◆西条西部児童館の催し
ネイチャークラフト　リース作り

英語のおはなし

映画会

クリスマス会

◆東予西児童館
リズム教室

茶道クラブ

クリスマス会

大掃除とお餅つき

◆丹原児童館
ＶＹＳの児童文化発表会

食べれるツリー作り

ねぼすけサンタのクリスマス

おしゃべりサロン・だがし屋さん

11月の休館日
12月と年始の休館日

考古歴史館
“昔の西条”写真展

高知の石展

香川の石展

11月の休館日
12月と年始の休館日

こどもの国
なつかし展
日

プラネタリウム情報

（12月26日を除く）
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相

募

施

自衛隊生徒募集
応募資格

試験期日
受付期限

生涯学習の館
木工創作教室

水彩画・油絵教室

「同美会」油絵作品展

洋裁教室展

11月の休館日
12月と年始の休館日

行政相談

無料税務相談

お酒の悩み相談

青少年電話相談
ヤングテレホン

ヤングホットライン

子育て相談

医療カウンセラー相談

子育てサロン・出張子育て相談

心配ごと相談所

土地建物・住宅相談
土地建物取引相談

土地建物取引相談、住宅に関する無料相談

交通事故相談

消費生活相談

被害者こころの支援センター
えひめ電話相談
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サンタが西条にやって来る
Santa Claus Is Coming to SAIJO!

東予地域企業合同説明会

障害者向けＩＴ講習
中級コース
　第４コース

第５コース

第６コース

市民救命士養成講習会

伝承民具特別教室

社会保険出張相談

人権問題に関する
総合12時間電話相談

法律相談

人権相談

司法書士法律無料相談

講

相
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新年市民祝賀会

平成17年　成人式

差別をなくする市民のつどい

東予健康マラソン大会
　

　

人　口　116,455人
　男　　 55,713人
　女　　 60,742人
世　帯　 45,633戸
平成16年10月末日現在
住民基本台帳登録数

　市政だより
　0897－53－1500（常時）
　当番病医院
　0897－58－2200（常時）
　災害情報
　0897－55－5551（発生時）
　民話テレホン
　0897－52－1270「石鎚の神の話」

11･12
Information

催し物

月/日 区 分
内 科 田中内科 （桑村） ℡65－1700

外 科 田渕外科 （北条） ℡65－5651

内 科 中村内科胃腸科 （丹原町丹原） ℡68－4976

外 科 神野外科 （三津屋南） ℡64－3366

内 科 西条中央病院 （朔日市） ℡56－0300 中村医院 （上市） ℡66－0606

外 科 村上記念病院 （大町） ℡56－2300 角産婦人科 （三津屋南） ℡64－3168

内 科 坂根医院 （喜多川） ℡55－4021 安永クリニック （北条） ℡64－5760

外 科 おち医院 （明屋敷） ℡53－9360

宮島小児科 （大町） ℡55－2615

西条中央病院 （朔日市） ℡56－0300

回生堂医院 （神拝甲） ℡55－3101

済生会西条病院 （朔日市） ℡55－5100

行本医院 （三芳） ℡66－0609

内 科 秋山医院 （大町） ℡56－0885 市立周桑病院 （壬生川） ℡64－2630

外 科 済生会西条病院 （朔日市） ℡55－5100 市立周桑病院 （壬生川） ℡64－2630

内 科 あおのクリニック （洲之内甲）℡52－1155 渡部内科病院 （周布） ℡64－1200

外 科 松本整形外科 （神拝甲） ℡52－1011 平田クリニック （周布） ℡76－2256

内 科 としもり内科 （下島山甲）℡53－6300 茎田医院 （三芳） ℡66－0555

外 科 伊賀整形外科 （玉津） ℡52－0800 そのべ医院 （壬生川） ℡64－0660

内 科 こもだ医院 （福武甲） ℡56－9511 浦部医院 （小松町新屋敷）℡72－3266

外 科 矢野外科胃腸科医院（古川甲） ℡55－1777 弓山外科 （三津屋） ℡64－3182

内 科 まなべ病院 （氷見丙） ℡57－7011 共立病院 （三津屋南） ℡64－2662

外 科 西条中央病院 （朔日市） ℡56－0300 横山病院 （小松町新屋敷）℡72－2121

   23

   26

   31

休日の当直病医院　　診療時間　９：００～１８：００

   28

12/ 5

当直病医院名（市外局番0897） 当直病医院名（市外局番0898）

   12

   19

11/21

   23

テレホンサービス
TEL0897－58－2200

人口のうごき

テレホンサービス
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広
報 2004　創刊号 発行・編集／西条市役所総務部総務課広報統計係

〒793ー8601　愛媛県西条市明屋敷164
TEL0897ー56ー5151　FAX0897ー52ー1200

ホームページアドレス
http://www.city.saijo.ehime.jp/
Eメール
somu@saijo-city.jp

古紙配合率100％再生紙を使用しています。

ギター、ベース、ピアノ、パーカッション
という4ピース・スタイルでのスペシャ
ルなコンサート。
11年振りの四国公演は、初挑戦となる
アコースティックなライブパフォーマン
スで！
いよいよ公演迫る！　お急ぎください。

総合文化会館等で入場整理
券をお渡ししています。
お誘い合わせのうえご来場
ください。

水 18時30分開演
日 10時00分開演

総合文化会館　TEL 0897-53-5500
丹原文化会館　TEL 0898-68-3555問合せ文化会館催物情報




